
（別添様式８－２ ）

１

評価日 平成28年10月6日 評価日 平成28年11月2日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善 ・各教科，外国語活動での言
語活動・コミュニケーション能
力の育成
・１人１回の授業公開

・児童の話す，聞く態度の変
容
・全国学テ及びジョイントプロ
グラムの結果の比較

・全国学テは全市平均並み
・ジョイプロ6年生の算数で全市
平均を2ポイント上回った。

・学習意欲の高まりは見られ，少
しずつ結果に表れ始めている。

・研究教科である「算数科」を中
心に学習形態や説明の仕方，話
合いの仕方を工夫する。

家庭学習の習慣
化

・自主学習の習慣化
・自主学習の仕方，学年別系
統の提示

・家庭学習時間
・家で宿題や家庭学習はでき
ていますか

・児童の家庭学習ができていると
いう回答は８９％，
保護者は８４％

・家庭学習と宿題の意識の違い。
自ら学習を進めることを小学校生
活で習慣化することが大切。

・「自学自習のすすめ」を個人懇
談会等で伝えていく。
・宿題の出し方，量について見直
しを図る。

読書活動の充実 ・「学習の場」としての図書室
整備　　・50冊表彰
・地域図書館の活用
・朝の読書タイムの設定

・自分から進んで読書をして
いますか
・家に帰ってからしたこと調べ

・進んで読書をしているという回
答は，児童６６％，保護者５２％，
教職員７２％

・課題が残る。図書に触れる機会
をさらに増やす取組が必要。国
語科の関係図書の活用。

・教職員や図書ボランティアさん
による読聞かせや，図書館使用
の機会を増やすなどの取組を進
める。
・より保護者への働きかけをする

「公共の精神」に
基づく態度の育
成

・道徳教育の推進
・きまり・約束遵守の徹底
・体験活動の充実

・学校のきまりをしっかりと
守っていますか
・PTA,地域行事に参加してい
ますか

・「ルールを守る」児童・保護者と
もにできているの割合が９５％
・積極的にあいさつ運動を実施し
た

・高学年が中心に規範づくりを進
め，低学年の手本となるように心
がけている。

・細かなルールにまで目を向け，
教職員から率先してきまりを守る
姿を見せることが大切。

異年齢集団活動
の充実

・異年齢集団での児童会活
動，学校行事の計画・実施

・年７回の児童会たてわり活
動
・全校遠足
・秋の運動会

・縦割り集会，縦割り遠足，運動
会の縦割り競技を児童会で企画
し実行している

・児童会が企画し，６年生がリー
ダーとして活動を進めることがで
きた。

・概ね満足できる成果も見られて
いる。次の段階へステップアップ
するための工夫を検討する。

自他を大切にす
る態度の育成

・基本的生活習慣確立に向
けての「生活がんばり週間」
「生活アンケート」の実施・分
析

・起床時刻，就寝時刻，睡眠
時間，朝ご飯

・長期休業明けに全学年，生活
がんばり週間として自らの生活を
振り返る。

・基本的な生活習慣が多数の児
童に身に付いている。少数の課
題の残る児童への働きかけが必
要。

・課題をクリアしている児童の割
合に満足することなく，少数では
あるが課題の残る児童への取組
を推進する。

体力の向上 ・朝マラソンの取組
・体力テストの結果分析
・運動部活動の参加状況

・自分から進んで体をうごか
していますか
・運動部活動の参加状況及
び体力テストの結果検証

・「進んで体を動かす」の児童で
きているの割合は８５％

・児童は積極的に部活動に参加
し，体を動かす機会をもってい
る。

・さらに積極的な部活動への参加
を呼び掛ける。
・教員が休み時間等に児童と積
極的に外で遊ぶ。

小中一貫教育の
推進

・中学生による読聞かせ
・吹奏楽の夕べ
・オープンスクール

・小中合同研修会
・小中合同主任会

・夏季休業中に藤森中学校吹奏
楽部による演奏会を開催
・春季，夏季の2回，小中合同研
修会を実施

・定期的に小中が連絡を取り合っ
ている分掌もあるが，全体に広げ
るという点で課題は残る。

・それぞれの主任がお互いに連
絡を取り合って定期的に集まる
機会を設けるべき。

適切な児童理解・
実態把握

・スマイル（校長）面談の実施 ・学校は楽しいですか
・自分のことは好きですか

・校長面談を高学年より順次実
施している。

・高学年が学校の中心となり活動
することをめざし，学校長の思い
を高学年から伝えている。

・今後，中学年・低学年へと面談
を進めていく。

情報発信の充実 ・積極的なHPの更新 ・学校は，各おたよりやHPで
学校の様子を伝えています
か

・各学年，積極的にＨＰを更新
・「学校の様子を伝える」の保護
者できているの割合が８８％

・各学年だけでなく，様々な行事
や普段の様子を積極的にＨＰや
学校だよりで伝えることができた

・息切れしないように，現在の
ペースで学校の様子を伝えてい
けるようにする。

・図書ボランティアさんの活動は
積極的。これからも継続してもら
いたい。
・読書の楽しさを保護者にも伝え
ることが大切である。音読の宿題
は親子が関わるよいきっかけづく
りになると思う。学習内容にいて
の親の理解にもつながるはずな
ので，家庭での音読の時間を大
切にしてもらいたい。

・地域の行事にはたくさんの児童
が参加しているが，割合でみると
低くなっているのが不思議。
・学校教育目標の中にある「高学
年が低学年の良きお手本に」と
いう意識が高学年に伝わってい
る。

・子どもたちの縦の関係はとても
大切。上の子どもが下の子の面
倒を見る。上の子が褒められて
いるのを下の子が見る。このよう
な図を地域の行事の中でも培っ
ていけると思う。

・自分の良さが言えることが大人
になっても大切なこと。
・高学年を中心に積極的に運動
に親しむ姿が見られうれしく思う。
今後予定されている様々な大会
で活躍する姿を楽しみにしてい
る。

・部活動に地域の指導者が積極
的にかかわっている。地域行事
にも子どもたちが積極的に参加
し，（区民運動会や体育振興会主
催の行事など）今後も活躍してほ
しい。

・地域行事については，項目に例
を挙げてみてはどうか。
・自分のことを好きといえることが
大切。何かのきっかけで自分の
得意が見つかる。自分の得意が
見つかれば自信につながる。こ
のことが大切だと思う。

・学校行事については，学校から
の発信だけでなく，地域からの発
信も大切。学校だよりを関係者だ
けでなく，地域の回覧板に載せて
回してみてはどうか。
・自尊心は子どもの有り様。その
有り様の自分の良さを言えるよう
な取組を今後も進めてほしいと思
う。

⇒ ⇒

自己評価 学校関係者評価

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

健
や
か
な
体

独
自
の
項
目

・学力も向上に向かっているよう
でうれしく思う。
・本が好きになると熱中できる。
本が好きになるきっかけ作りをし
てほしい。
・子どもが興味のあるジャンルの
本をそろえることができるかが大
切。

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(　京都市立砂川小学校　)

　１回目評価

豊
か
な
心



２

評価日 平成29年3月2日 評価日 平成29年3月16日

評価者・組織 学校評価委員会
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善 ・各教科，外国語活動での言
語活動・コミュニケーション能
力の育成
・１人１回の授業公開

・児童の話す，聞く態度の変
容
・ジョイントプログラムの結果
の比較

・ジョイントプログラムの結果につ
いては第３回とほぼ同値。
・アンケート「授業がわかる」のポ
イントは１．８ポイントアップし成
果が見られた。

・「授業がわかる」「友達と協力し
て学習を進める」の項目で，前期
よりも児童の評価が高くなってお
り，成果が見られる。

・児童の授業に対する意識も高
まりが見られるので，教員の授業
に対する取組を継続して進めて
いく。
・ＪＰ等の分析を還元していく。

家庭学習の習慣
化

・自主学習の習慣化
・自主学習の仕方，学年別系
統の提示
・音読への意識づけ

・家庭学習時間
・家で宿題や家庭学習はでき
ていますか

・家庭学習ができているの項目
は児童が９１％，保護者８３％，
教職員８７％。

・「宿題や家庭学習をしっかりす
る」の項目で前期に続いて高い
評価値を得た。
・保護者も高い意識をもって宿題
を見てもらうことができている。

・自主学習の進め方を学年ごと，
また学校全体を見通して系統立
てて取り組んでいく。

読書活動の充実 ・「学習の場」としての図書室
整備　　・１００冊表彰
・地域図書館の活用
・朝の読書タイムの設定

・自分から進んで読書をして
いますか
・家に帰ってからしたこと調べ

・進んで読書をしているの項目は
児童が６２％，保護者５６％，教
職員７３％。

・児童・保護者・教職員とも数値
が低く，まだまだ課題が残る。
・低い評価値ではあるものの，保
護者のｐｔがＵＰしているのは成果
と受け止められる。

・調べ学習等の機会を利用し，図
書室を積極的に授業で活用して
いく。

「公共の精神」に
基づく態度の育
成

・道徳教育の推進
・きまり・約束遵守の徹底
・体験活動の充実

・学校のきまりをしっかりと
守っていますか
・PTA,地域行事に参加してい
ますか

・「ルールを守る」の項目につい
ては，前期に引き続き高い評価
を得ている。
・ＰＴＡ，地域行事に参加するの
項目は５０％未満と低い。

・児童は落ち着いて学校生活を過ご
せている。集団生活がしっかりと成り
立っている。
・地域行事への参加児童数は多い
が，偏りがあるように見受けられる。

・児童に指導する内容について
は，教職員（大人）も徹底して守
ることが大切であり，共通認識を
高めていく。

異年齢集団活動
の充実

・異年齢集団での児童会活
動，学校行事の計画・実施
・地域行事への参加の呼び
かけ

・年７回の児童会たてわり活
動
・縦割り集会
・学芸会・６年を送る会

・年間を通した縦割り活動で異年
齢集団として活動することが児童
に定着している。

・異年齢集団での活動が定着し
たことにより，高学年のリーダー
性も伸ばすことができた。

・縦割り活動については学校とし
てしっかりと根付いている。マン
ネリ化しないように，新しい取組
を並行して進めていきたい。

自他を大切にす
る態度の育成

・基本的生活習慣確立に向
けての「生活がんばり週間」
「生活アンケート」の実施・分
析

・起床時刻，就寝時刻，睡眠
時間，朝ご飯

・長期休業明けに全学年，生活
がんばり週間として自らの生活を
振り返る。

・基本的な生活習慣が多数の児
童に身に付いている。少数の課
題の残る児童への働きかけが必
要である。

・生活アンケートの内容の精選，
児童個々への働きかけを学校体
制で今後も進めていく。

体力の向上 ・朝マラソンの取組
・泳力テストの結果分析
・運動部活動の参加状況

・自分から進んで体をうごか
していますか
・運動部活動の参加状況及
び泳力テストの結果検証

・高学年を中心に朝マラソンに年
間を通して取り組んだ。
・運動部活動への参加意識が非
常に高い。

・運動部活動に属する児童が多
く，活発に活動している。
・２年連続支部駅伝優勝，大文字
駅伝に出場。

・部活動ガイドラインにのっとり，
運動部活動や長期休業中の陸
上練習などのメニューを改善する
必要がある。

小中一貫教育の
推進

・中学生による読聞かせ
・部活動体験
・オープンスクール

・小中合同研修会
・小中合同主任会

・小中合同の部会を開き，教育活
動の意識の統一をした。
・小中合同で教科部会を実施し，
次年度への確認をした。

・小中の教職員が話合いをもつこと
で，共通して取り組める内容を検討で
きたことが成果。具体的な取組を進め
られていないことが課題である

・小中連携主任を中心にそれぞ
れの部会を調整し，部会ごとに取
組を進められるようにする。

適切な児童理解・
実態把握

・スマイル（校長）面談の実施 ・学校は楽しいですか
・自分のことは好きですか

・学校長によるスマイル面談を通
して，より深い児童理解につなげ
た。

・全教職員で児童理解することが
できた。

・全学年，どのように面談を進め
ていくのかの計画が必要である。

情報発信の充実 ・積極的なHPの更新
・積極的な学校だよりの発行

・学校は，各おたよりやHPで
学校の様子を伝えています
か

・各学年，積極的にＨＰを更新。
・「学校の様子を伝える」の保護
者できているの割合が８８％を維
持している

・普段から積極的にＨＰを更新で
きている。

・保護者からの評価では，まだ更
新が少ないという声もある。伝え
る内容についても吟味が必要で
ある。

３ 　総括・次年度の課題

・地域の行事への参加のpt
が低い原因を考えてみたい。
毎回行事にはたくさんの子ど
もと保護者が見られる。学校
の先生方にもたくさん参加し
てもらっているのが本当にあ
りがたい。

・地域行事のマンネリ化は否
めない。何らかの打開策は
必要になってくるかもしれな
い。
・地域の行事で子どもたちが
活動する姿を地域と学校とが
一緒に見ることが，教育活動
にとってもプラスとなる。

・子どもたちが携帯ゲームや
スマートフォンのゲームアプ
リを何時間しているのか気に
なる。今はテレビの時間とい
うよりもゲームの時間に注目
したい。
・大文字駅伝への取組が子
どもたちに根付いている。

・学校が実施するアンケート
の項目の中に，スマートフォ
ンの項目を入れて実態を把
握しておく必要もあるのでは
ないか。
・地域と一緒になって大文字
駅伝への取組を進めることを
継続してほしい。

・学校の様子を伝えることは
大切。学校だよりや学級だよ
り，ホームページで学校の様
子をしっかり伝えてもらってい
る。
・保護者の感じ方によって学
校の様子が伝わっているか
伝わっていないかの評価に
すれ違いは生じている。

・学校が子どもたちの様子を
発信することは保護者にとっ
ても安心，信頼につながる。
・教職員と地域の方々とのつ
ながりが非常に強い。ほかの
地域ではなかなか見られな
い。教職員と地域の方だけで
なく，そこに子どもたちも入っ
ている。この伝統をぜひ継続
してほしい。

独
自
の
項
目

・学習面の項目で「授業がわ
かる」「友達と協力して学習を
進める」の評価が高いことは
よいことたが，それだけでは
なく，「人の話をしっかり聞く」
の項目での評価が高いこと
に驚いた。現代の社会の課
題にもなっている問題である
のに，子どもたちがしっかりと
意識できているのは素晴らし
い

・大人が人の目を見て話を聞
かない，話をしない。家族で
の会話もどうなのであろう
か。親子が食事中にしっかり
目を見て話をすることが大
切。家庭で目を見て話す習慣
がついていれば子どももしっ
かりと話を聞くことができる。
・目を見て話ができない原因
の一つがスマートフォン。子
どもたちがどれくらいの時
間，機器に触れているのか
調査も必要ではないか。

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

平成２８年度　学校評価実施報告書
　２回目評価 学校名(　　京都市立砂川小学校　　　)

・確かな学力の項目については，数値的な成果には表れていないが意識の向上が見られる。このことから，今年度の取組（主体的・協働的な学びに向かう授業改革）を継続することで，数値的成果に結び付けていく。
・読書に関する課題が残る。児童がより本に親しめることができる取組を進めていく必要がある。保護者の意識も少しずつではあるが高まりが見られるので，学校だけではなく家庭への働きかけも含め，更に強力に推進したい。
・豊かな心の項目については，よい結果が得られている。継続して取組を進めることで現状を維持するとともに，新しい取組も模索していきたい。
・学校独自の取組として，挙げた項目の中でも，小中一貫の取組が来年度はポイントになってくる。５校が連絡を密にし，連携にまで高めるためにも，それぞれの部会で話合い，それを吸い上げて５校の取組として推進する体制
づくりを図りたい。
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